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令和4年度 浪打中学校大運動会 開催！

5月14日（土）の運動会。３年ぶりの浪中伝統応援合戦は、全校生徒が青組と黄組に分かれて

発表しました。全員が初めて取り組むということで不安もありましたが、３年生のリーダー

シップと１・２年生のフォロアーシップにより、素晴らしい応援合戦となりました。

保護者の皆様、観覧制限への御協力及びたくさんの声援、本当にありがとうございました。

今年は中学校生活最後の運動会でした。みんなと協力して忘れられない思い出に残る

運動会になりました。

応援では練習のときにうまく声や動きができず、本番でしっかりできるのか、とても

不安でした。しかし、最後まで全力で取り組み、本番では全部を出し切ることができま

した。結果は負けてしまいましたが、全力でやりきったので悔いはなかったです。

今年の運動会は、本来の運動会に近い形で行われましたが、本来の運動会を知らない

学年なので、とても苦労しました。でも、その分楽しさも達成感も「倍」だったのでよ

かったです。これからも三年生が一つとなってがんばっていきたいです。

（３年１組 Ｙさん）

黄組

青組



初めての応援で、最初は不安しかありませんでした。みんなの前に立って話すときや

みんなを引っ張っていくときなど、緊張していましたが、繰り返すたびにだんだん緊張

もなくなって堂々と言えるようになりました。

順調に応援が進んでいったとき、足を骨折してしまいました。このまま団長ができる

かという不安や悲しみで少し落ちこんでいたときに、幹部のみんなが声をかけてくれて

とてもうれしくなりました。同時に友達や仲間の大切さを改めて感じることができまし

た。

中間審査では１点差で負けてしまい、改善ポイントを話し合って練習し、本番へ気持

ちを高めることができました。そして、応援合戦が始まると、今まで頑張ってきたこと

を思い出して、最後の応援を悔いなく終えることができました。結果発表のときに、総

合では負けましたが、その悔しさを忘れるぐらい応援の優勝がうれしかったです。本当

に頑張ってくれた黄組のみんなに感謝です。最高の思い出になりました。

（３年２組 Ｓさん）

今回の運動会は、とても学ぶことが多かった

です。

まず、「魔法のじゅうたん」です。ブルー

シートに人が乗ってそれを引っ張る簡単な競技

です。ですが、勝つためには「協力」が必要で

した。これからはもっとクラスのチームワーク

を強めていきたいです。

二つ目は応援です。本当に三年生がすごいと

思いました。少ししかない練習時間で完成させ、

一・二年生を引っ張ってくれました。今の私が

来年そうなれるのかと不安です。でも、あと一

年で理想の自分をつくり上げていき、三年生の

ようになりたいです。

（２年１組 Ｍさん）

応援合戦では、ダイナミック琉球

に特に力を入れました。歌いながら

ポンポンを振って歩くのは少し難し

かったですが、太鼓の音と合わせな

がら歌うことができました。お辞儀

の角度やエールのポンポンの動きな

どきれいにできたと思います。

本当は運動が苦手で、あまり自信

がないところも多かったですが、本

番は気にせず全力でできました。

二・三年生になったら、今回の運動

会のように人を引っ張っていけるよ

うに、振り付けをしっかりと教えら

れるようになっていきたいです。

（１年１組 Ｙさん）


